
市長コラム ～未来への架け橋～

　11月25日、第88回東奥児童美術展（東奥日報社など
主催）で作品が入賞した園児の皆さんが市長を訪問し
ました。今回訪問したのは、図画の部「推奨」を受賞
した長内杏虹さん（こども園第一さつき）、「特選」を
受賞した山本真央さん（こども園第二さつき）、「準特
選」を受賞した伊藤瑠飛さん（ひまわり幼稚園）、版画
の部「準特選」を受賞した山崎絢斗さん（こども園か
なぎ）、水木蒼羽さん（こども園ひろた）の５名です。
　長内杏虹さんは「『はらぺこあおむし』の絵本を読
んでから描きました。受賞できて嬉しかったです」と
笑顔で話しました。

　11月17日に社会貢献物品贈呈式が行われ、青森県遊
技業防犯協力会西北五支部（林成鎬支部長）が防犯カ
メラ５台を五所川原地区防犯協会（佐々木孝昌会長）
に、腕章150本を五所川原地区少年警察ボランティア
連絡会（長尾敦子会長）に贈呈しました。　　　
　腕章は、少年非行防止に取り組む小学生で構成され
ているリトルＪＵＭＰチームが活動する際に利用され、
今回の贈呈により地区内の各チームに行き渡る本数が
確保できたとのことでした。
　林支部長は「地域の安全活動のために有効に使って
いただきたい」と話しました。

　市民の皆さま、こんにちは。
　令和３年の幕開けを迎え、清々しい新年をお迎え
のことと存じます。
　昨年は、コロナ禍の影響により、これまで経験し
たことがないほど社会全体が激動の１年でありまし
た。そうした状況の中で新たな年を迎えたわけです
が、感染拡大の様相は未だ衰えを見せず、引き続き
感染防止対策に最大限の配慮をしながら、市民生活
そして社会経済活動を低迷させないよう対策を講じ
ていかなければならないと決意を新たにしていると
ころです。
　冒頭の新年のごあいさつでも申し上げましたが、
本年も、安全・安心な市民生活のための支援をでき
る限り行っていくほか、学校教育、子どもや高齢者
等の福祉対策、また第１次産業をはじめとした産業
振興ならびに商工業等の経済対策など、市民目線で
真に必要なものを見極めながら、民間と行政が心を
一つにし、連携して課題に取り組んでいかなければ

ならないと思っておりますので、今後ともご支援と
ご協力をお願いします。
　さて、今月号より市民の皆さまが「読みたい、よ
り見やすい」と思っていただける広報をめざし、紙
面をリニューアルしました。表紙のイメージを一新
したほか、文字に関しても誰でも見やすいユニバー
サルデザインを採用しました。
　市広報は、身近な情報提供の手段ですので、親し
みやすい紙面づくりにこだわり、市民の皆さまに分
かりやすく情報をお届けできるよう努めてまいりま
す。
　また「市長だより」も、これまでとは趣向を変え、
私自らが市政運営や行政に関する新たな情報など市
民の皆さまにお伝えしたいことを直接お知らせする
コーナーにしました。
　次回からは、このコーナーを利用して、私から積
極的に情報発信していきますのでご期待ください。

市長自ら、市政運営の方針や行政に関する情報を分かりやすく
お伝えします。　問い合わせ先　秘書課　内線2130
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